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はじめに 
 
 
国土交通省が推進する i-Construction の一つとして、平成２８年度よりＩＣＴ活用工事が実施さ

れている。ＩＣＴ活用工事では、３次元設計データと、３次元計測技術、ＩＣＴ施工、３次元出来

形管理を組み合わせて利用することで作業の効率化が期待されている。 
また、ＩＣＴ活用工事の実施にあたって、ＩＣＴ活用工事の実施要領、３次元計測技術を用いた

出来形管理要領（案）が定められている。 
この「ＩＣＴ活用工事の手引き（受注者向け）」は、ＩＣＴ活用工事に取り組む受注者支援として、

これらの実施要領や出来形管理要領（案）等の解説と、要領類では記載されていないＩＣＴ活用工

事で利用する機器の取り扱いに関する留意事項をとりまとめたものである。 
 
＜暫定版＞ 
Ｒ０３年度は、過年度までに作成されている手引きを整理し、ＩＣＴ活用工事で実施されている

工種や技術との対比を行うことで、既存資料の更新と今後の整備方針のとりまとめを行った。 
ＩＣＴ活用工事の適用工種や適用技術は、年々更新されていることから、本手引きも、定期的に

更新されることが必要である。 
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１．施工計画立案の手引き  
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１．施工計画立案の手引き 

本手引きの構成と活用について： 
 ＩＣＴを活用した生産性向上を効果的に実現するためには、多様な現場条件及びＩＣＴ活用の目

的（コスト削減、省人化、品質向上、安全性向上）に合わせたＩＣＴ活用計画の作成が重要となっ

ています。 
 本手引きは、ＩＣＴ施工の実施に先立って、効率的なＩＣＴ活用計画を検討する際の留意事項を

整理したものです。 
 また、参考として施工計画書の作成事例を掲載しています。 
 
※本手引き（案）は、これから ICT 活用工事に取り組む施工者支援ツールとして整理したものです。 
※本手引き（案）は、令和 2 年 3 月末時点の基準類を参照して作成されています。 
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２．ＩＣＴ建設機械の手引き 

２.１ マシンコントロール/マシンガイダンス技術（バックホウ編）の手引書【施工者用】 
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１．ＩＣＴ活用可能技術一覧表 

 

主な技術 計測原理 特徴 留意点 適用可能工種 取り扱いメーカー

1
空中写真測量
（UAV）・
（UAV̲TS）

航空機などを用いて上
空から撮影された連続
する空中写真を用い
て、対象範囲のステレ
オモデルの作成や地上
の測地座標への変換等
を行い、地形や地物の
３次元の座標値を取得
する技術

・TLSと比べて計測時間が短い
・広範囲を短時間で計測可能

・強風や雨などの天候により計測できない
・航空法の規定により利用できない地域がある
・計測結果の解析に多少の時間を要す
・高圧線等の電波障害が予想されるエリアは計測でき
ない
　※UAV̲TSの場合は、影響ない
・計測対象に障害物が覆いかぶさっている場合は計測
できない

・土工
・法枠工

・DJI
・アミューズワンセルフ
・ASCL
・エンルート
・hitec

2
無人航空機搭載型レー
ザースキャナ
（UAV̲LS）

ＧＮＳＳとＩＭＵによ
りＵＡＶの位置と姿勢
を求め、レーザース
キャナによりスキャン
しながら地上までの
レーザー光の反射方向
と地上までの距離を計
算し、これらの装置の
関係付けと計測データ
の解析により３次元座
標を解析する技術

・TLSと比べて計測時間が短い
・広範囲を短時間で計測可能
・空中写真測量と比べて解析時間が短い
・ある程度の草木であれば伐開せずに地上の点群を取
得可能

・強風や雨などの天候により計測できない
・航空法の規定により利用できない地域がある
・高圧線等の電波障害が予想されるエリアは計測でき
ない
・障害物がある場合、陰になる部分は計測できない

・土工
・法枠工

・velodyne（㈱アルゴ）
・riegl　Japan
・TIアサヒ（旧PENTAX）
・テラドローン

3
地上型レーザースキャ
ナ
（TLS）

１台の機械で指定した
範囲にレーザーを連続
的に照射し、その反射
波より対象物との相対
位置（角度と距離）を
面的に取得できる技術

・TS̲NPと比べて計測時間が短い
・空中写真測量と比べて解析時間が短い
・多少の風であれば計測可能

・カーブが多い場合や盛土（高さがある）の場合、盛
替え回数
　が増える
・障害物がある場合、陰になる部分は計測できない

・土工
・舗装工
・法枠工

・leica　geosystems
・topcon
・nikon　trimble
・riegl　Japan
・TIアサヒ（旧PENTAX）

4
地上移動型レーザース
キャナ
（MLS)

地上移動体に搭載した
ＬＳ本体から計測対象
までの相対的な位置と
ＬＳ本体の位置及び姿
勢を組合せて観測した
結果を、３次元座標値
の点群データとして変
換する技術

・TLSと比べて短時間で広範囲の点群を取得可能
・TLSと比べて計測時間が短い
・空中写真測量と比べて解析時間が短い
・多少の風であれば計測可能

・障害物がある場合、陰になる部分は計測できない
・土工
・舗装工
・法枠工

【台車型・車載型】
・leica　geosystems
・topcon
【車載型】
・三菱電機
・TIアサヒ（旧PENTAX）
【BH搭載型】
・フジタ

5
TS（ノンプリズム方
式）
（TS̲NP）

トータルステーション
を用いた計測手法のう
ち、ターゲットとなる
プリズムを利用せず被
計測対象からの反射波
を利用して測距する技
術

・多少の風であれば計測可能
・計測対象範囲を精度よく、点数を指定して計測が可
能
・TLSと比べて点群処理の手間が軽減される

・TLSと比べて計測時間が長い
・カーブや盛土の場合に設置回数が増える
・障害物がある、陰になる部分は計測できない

・土工
・舗装工
・法枠工

・leica　geosystems
・topcon
・nikon　trimble
・TIアサヒ（旧PENTAX）

6 TS等光波方式

1台の機械で角度（鉛
直角・水平角）と距離
を同時に測定すること
ができる電子式測距測
角儀のことで、計測し
た角度と距離から未知
点の座標計算を瞬時に
行うことができる機器
を使用して、被計測箇
所にターゲットとなる
プリズムを設置して計
測する技術

・多少の風であれば計装可能
・事前の伐開の必要がない
・取得した点群の処理が必要ない

・必要点数を人力作業により取得するため、労力がか
かる

・土工
・舗装工
・法枠工

・leica　geosystems
・topcon
・nikon　trimble
・TIアサヒ（旧PENTAX）

7 RTK̲GNSS

衛星測位から発信され
る搬送波を用いた計測
手法である。既知点と
移動局にＧＮＳＳのア
ンテナを設置し、既知
点から移動局への基腺
ベクトル解析により、
リアルタイムに移動局
の座標を計算すること
ができる技術

・多少の風であれば計測可能
・機械の盛替えが不要
・事前の伐開の必要がない
・取得した点群の処理が必要ない

・必要点数を人力作業により取得するため、労力がか
かる
・高圧線等の電波障害が予想されるエリアは計測でき
ない
・マルチパスがある場合、計測不可となる場合がある

・土工
・法枠工

・leica　geosystems
・topcon
・nikon　trimble
・TIアサヒ（旧PENTAX）

8 施工履歴データ

ＩＣＴ建設機械により
施工しながら計測され
るＩＣＴ建設機械の作
業装置の３次元座標、
取得時刻、その時の建
設機械の状態等の記録
し出来形計測に必要な
情報を出力する技術

・施工後にその他計測器による計測の必要がない
・出来形対象工種は限定的

・高圧線等の電波障害が予想されるエリアは計測でき
ない
・マルチパスがある場合、計測不可となる場合がある

・浚渫工
・土工（河床部）
・地盤改良
　浅層
　中層
　スラリー攪拌工）
・舗装工（修繕工）

・komatsu
・サイテックジャパン
・日立建機

9 音響測深機器

音響ビームを扇状に照
射することで一度に多
数の水深を面的に取得
することができる技術

・出来形対象工種は限定的
・水底の点群を短時間で取得可能

・高圧線等の電波障害が予想されるエリアは計測でき
ない
・マルチパスがある場合、計測不可となる場合がある

・浚渫工
・土工（河床部）

・東洋テクニカ（マルチビー
ム）
・日本海洋（マルチビーム）
・ハイドロシステム開発（マル
チ・シングルビーム）
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